
鹿児島県経済農業協同組合連合会
農産事業部    新村 浩二

協同農業普及事業に関する意見交換会 

ＪＡ鹿児島県経済連の取り組みについて

令和６年１２月６日（金）

出典：かごしまの農業2023，令和3年生産農業所得統計 他



〇 ＪＡ鹿児島県経済連について
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2018 2019 2020 2021 2022
全国 91,283 89,387 89,557 88,600 90,147
鹿児島 4,863 4,890 4,772 4,997 5,114

鹿児島県の農業は、地域経済を支える基幹産業であり、2022年の農業
産出額は全国第２位の5,114億円。この内、畜産が農業産出額の約66％、
園芸野菜、いも類が約16％を占める。

【全国・本県の農業産出額】 単位：億円

◎本県の農業算出額推移・全国順位

【本県の農業算出額(品目別)】

〇 鹿児島県農業の概要

2022年
農業算出額 計5,114億円

2位 2位
2位

2位

2位

「令和4年 生産農業所得統
計」

「令和4年 生産農業所得統計」
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【全国における収穫量・飼養頭羽数 上位品目】

【生産金額上位15品目】

〇 鹿児島県農業の特徴
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〇 鹿児島県農業の特徴

【全国における本県農業の地位】
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〇 鹿児島県農業の現状

【県農業従事者の年齢構成】
単位：人

【県農業栽培面積の推移】
単位：ha

※農業センサスより

Ｈ２２ Ｈ２９ Ｒ２

15～39歳 3,123 2,565 3,429

40～49歳 4,514 3,168 3,780

50～59歳 10,137 7,346 6,983

60～64歳 6,880 6,883 6,412

65歳以上 39,483 32,556 25,770

作物 Ｈ３０ Ｒ２ Ｒ３

水稲 19,500 19,300 18,600

野菜類 18,499 18,143 17,958

甘藷 12,100 10,900 10,300

さとうきび 9,436 9,598 9,511

茶 8,410 8,360 8,300

果樹 3,607 3,430 3,352

飼料作物 29,844 29,213 30,318
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〇 鹿児島県農業の現状

【鹿児島県の気象】
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梅雨の時期に梅雨前線沿いに吹くジェット気流に乗って
中国大陸から害虫が飛来する。
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鹿児島県のミカンコミバエの誘殺数

鹿児島県（http://www.pref.kagoshima.jp）より

近年、気候変動で病害虫の侵入リスクが増している。
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〇 鹿児島県農業の現状

【気象条件による病害虫の侵入】

サツマイモ基腐病
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【農業従事者の声】

〇 ドローン受託防除事業の背景

③ 畑の面積が増えて、
農薬散布まで手が回ら
なくなってきた…。

① 高齢になって、重た
い農薬散布のホースを
引っ張ることが大変に
なった…。

② 猛暑が続いて、農薬
散布に何時間もかけて
いたら熱中症になって
しまう…。

⑤ 農薬散布のために
畑の中を歩き回ると、
逆に病害を広めてしま
うかも…。

農家の声に応えるために、ＪＡグループで何か出来ないか

ドローン受託防除事業を開始（Ｒ1.７～）
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④ 異常気象のせいで
害虫が増えたり、発生
時期が変わったり、今
までのやり方が通用し
ない・・・。



〇 ドローン受託防除事業について

【取組み目的】
高齢化、人手不足、面積拡大、異常気象など、様々な要

因で農家の負担となっている防除作業（農薬散布作業）を、
ＪＡグループ鹿児島が委託を受け、ドローンによる効率散
布を県域で取組み、農家の作業負担軽減を目指す。

【取組み概要】
（１）事業開始 ： 令和 元年 ７月 ～

（２）所有機体 ： ＭＧ-1 × 2機 、 Ｔ-10 × 4機 、 Ｔ-20 × 4機 （ＤＪＩ製）

（３）資格所有者  ： オペレーター 25名

（４）対象作物 ： 水稲、馬鈴薯、など

（5）取組み効果  ：

10
ａ
当
た
り
の
防
除
作
業
時
間
（
分
）

平
均
労
働
費
（
円/

10
ａ 

）

73％削減

※原料かんしょ畑での実証（経済連調べ）
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22％削減



受託の流れ

農家へ事業説明・
申請受付

農
家

・作業受託
・防除計画
・薬剤散布
・代金決済

【ＪＡグループ受託防除運営体機能】
・ドローン免許取得
・受託計画の策定、農家への説明
・農家の申込受付、防除計画の決定
・農家情報の管理
・防除計画・実施報告書の作成・提出
・農薬散布作業、確認
・農家からの代金決済
・生産指導、作物集荷・販売取組み
・ドローン点検、整備

ＪＡ

経済連

JAから申請受付

圃場確認
薬剤選定

防除作業
防除面積確認

代金決済
散布実績の提出

散布計画の提出

〇 ドローン受託防除事業について

【取組みフロー】
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〇 ドローン受託防除事業について

【取組み実績】
単位：ha

【外部委託への取組み】

需要の増加に伴い、防除作業体制を再構築することを
目的に、外部組織への作業委託を開始。

（1）委託開始 ： 令和 ６年 ７月 ～
（２）委託実績 ： 78.6ha （令和6年10月末現在）
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作物 R1 R2 R3 R4 R5 R6.10末

水稲 7.3 104.9 126.5 108.2 114.3 103.1

甘藷 28.6 131.9 120.5 81.9 64.0 59.7

野菜 9.9 22.6 14.0 15.0

馬鈴薯 168.2 309.1 366.1 36.3

さとうきび 24.3 36.1 11.7 9.9

果樹

計 35.9 236.8 449.4 557.9 570.1 224.0



〇 ドローン受託防除事業の課題について

【課題一覧】

1．ドローン導入費用、維持管理経費などを農家個人で負担することは困難

→ 共同購入、共同防除を

2．ドローン所有農家が増加して、無知識で散布している農家が散見

→ 行政としての指導を

3．農薬ドリフトリスクを一定以下に抑えることが困難

→ 農地（・植え付け作物）集約を

4．遠隔地（離島）のサービス継続が困難

→ 場所や時期を選ばずサービスを提供できるような体制（協議体）を

5．一部作物のドローン散布試験事例が少ない

→ 果樹、豆類、茶などドローン事例の少ない防除技術の
深化（農薬登録の拡大）を 12



〇 農業におけるサービス事業の展望について

【今後の展望】

農家の高齢化、人手不足、農家当たりの面積増への対応

→ 高齢化、人手不足の根本的な改善は難しい…。

スマート技術等の導入による農作業の省力化が必要

スマート技術を農家個人で導入することは難しく、二の足を踏む
農家が多い（スムーズな普及が課題）

普及のモデルケースとなるような現場目線の実践が必要。特に、サービスを共同で利
用出来るような体制（制度）が求められる。
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一方で…
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